






























































































































































































































































































い、 考えたり 、 試したり 、
工夫したり 、 表現したり す



















































































初めての集団生活の中で様々な環境に出会う時期 個々の遊びを充実させていく中で友達とのかかわりを楽しむ時期 遊びを充実させていく中で友達とのかかわりを深める時期 友達関係や学び合いが深まる時期
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２） 「ペリー就学全プロジェクト」とは 1960 年代のアメリカ・ミシガン州におい
て、低所得層の３～ 4 歳の幼児 123 人を対象に行われた調査である。そのうち
おおよそ半数の幼児に、遊びの計画、実施、改善の話し合いをさせる教育を
実施し、それが将来にどう影響するかを長期的に調査した（文部科学省「今
後の幼児教育の振興方策に関する研究会（第 4 回）」資料、2008 より）
３） 遠藤利彦「赤ちゃんの発達とアタッチメント」（ひとなる書房）2017.8
４） 札幌市立もいわ幼稚園「教育課程・年間指導計画」2009.3 
５） 札幌市立白楊幼稚園「園内研究のまとめ”ステップ・育ちの過程表”」2017.3
６．まとめ
幼稚園教育要領の改訂に際して示された、「幼稚園教育において育みた
い資質・能力」は、相互に連動し合うものであり、はっきりと区別できる
ものではない。教育課程表（試案）作成の過程においても、文章表現で意
味合いの違いを表現することが難しかった。このことは、３つの資質・能
力は個別に取り出して指導するのではなく、幼児の発達の実情や幼児の興
味や関心等を踏まえながら展開する活動全体によって一体的に育まれるも
のであることを示している。また、幼児の姿を読み取るときの視点であり、
教師が保育を省察するときの視点である「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」については、この教育課程表（試案）では取り上げず、教育課程
の構造図に示した。
幼児教育は、幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活を展
開していくこと、遊びを通しての指導を中心として５領域のねらいが総合
的に達成されるようにすることが基本である。今回の試案作成により、幼
児の豊かな学びとは何か、幼児にどのような力を育てるべきなのか、それ
はどのような経験によってもたらされるものなのかについて考える一つの
契機になったと考える。
64　幼児期に育みたい資質・能力とは
